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１．調査の概要 

 （１）調査の目的 

   市民の皆様の脱炭素社会に向けた取組及びごみ減量への取組、これからの市の取組

に対する意見を聴くため、「恵那市環境施策に関する調査」を実施しました。 

 （２）調査地域 

   恵那市全域 

 （３）調査対象者 

   令和７年４月１日時点における住民基本台帳から、満 18 歳以上の市民 2,000人を

抽出しました。抽出に当たっては、調査・集計の際に「性別・年代・地域」の構成が

実態と大きく偏らないよう、各属性別のサンプル数を設定して、無作為抽出しました。 

 （４）調査方法 

   調査票を郵送にて配付し、Web フォーム（LoGo フォーム）にて回収 

 （５）調査期間 

   令和７年５月１日 〜 ５月 22 日 

 （６）回収結果 

抽出数（a） 有効回答数（b） 有効回答率（b/a） 

2,000 件 
547 件 

（Web のみ） 

27.35％ 

（Web のみ） 

 （７）留意点 

   ①計算方法について 

    ・結果は百分率で表示しました。なお、小数点第３位を四捨五入したため、比率

の合計が 100％とならない場合があります。 

    ・複数回答の質問の百分率の合計は、100％を超えることがあります。 

   ②無効とした回答 

    ・設定する選択数を超えて選択した回答又は判読不能の回答（無回答として集計） 

   ③集計対象（Ｎ）について 

    ・各質問で集計に用いたサンプル数は「Ｎ」で表します。 
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２．回答者について 

 問１ あなた自身についてお答えください。〔単数回答〕（Ｎ＝547） 

 

 （１）性別 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２）年代 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （３）居住地 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1 男性

48.08%
2 女性

50.09%

3 答えない

1.65%
無回答

0.18%

10代
1.28%

20代
9.32%

30代
10.60%

40代
25.23%

50代
26.51%

60代
14.26%

70代
11.33%

無回答

1.46%

1 大井町

24.68%

2 長島町

21.76%

3 東野

5.30%
4 三郷町

5.12%
5 武並町

6.40%

6 笠置町

2.38%

7 中野方町

3.47%

8 飯地町

0.73%

9 岩村町

9.87%

10 山岡町

6.95%

11 明智町

9.32%

12 串原

0.73%

13 上矢作町

3.11%
無回答

0.18%
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３．個別の設問について 

 （１）地球温暖化対策について 

   問２ 脱炭素社会の実現に向け、あなたのご家庭での取組状況を教えてください。 

〔単数回答〕 （Ｎ＝547） 

    １．冷房室温を 28℃に、暖房室温を 20℃に設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

    ２．冷蔵庫に物を詰め込みすぎない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ３．電化製品を長時間使用しないときはプラグを抜く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 取り組ん

でいる

49.54%2 今後は取り

組みたい

27.24%

3 取り組む予

定はない

22.85%

無回答

0.37%

1 取り組ん

でいる

63.62%2 今後は取り

組みたい

22.85%

3 取り組む予定

はない

13.35%

無回答

0.18%

1 取り組ん

でいる

47.71%

2 今後は取り

組みたい

28.34%

3 取り組む予

定はない

23.58%

無回答

0.37%

過去の調査結果 

「1 取り組んでいる」回答割合 

令和４年度：48.19％ 

令和５年度：47.41％ 

令和６年度：49.54％ 

過去の調査結果 

「1 取り組んでいる」回答割合 

令和４年度：56.64％ 

令和５年度：61.99％ 

令和６年度：65.39％ 

過去の調査結果 

「1 取り組んでいる」回答割合 

令和４年度：42.92％ 

令和５年度：42.56％ 

令和６年度：45.72％ 

前年度比 1.83 ポイント減 

前年度比 1.77 ポイント減 

前年度比 3.82 ポイント増 
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    ４．家族が続けて入浴する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ５．トイレを使わないときはフタを閉める（暖房便座） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ６．車を運転するときは、加減速の少ない運転に努める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 取り組ん

でいる

71.48%

2 今後は取り

組みたい

15.72%

3 取り組む予

定はない

12.25%

無回答

0.55%

1 取り組ん

でいる

87.02%

2 今後は取り

組みたい

7.50%

3 取り組む予

定はない

4.94%

無回答

0.55%

1 取り組ん

でいる

82.63%

2 今後は取り

組みたい

12.07%

3 取り組む

予定はない

4.75%

無回答

0.55%

過去の調査結果 

「1 取り組んでいる」回答割合 

令和４年度：59.17％ 

令和５年度：59.45％ 

令和６年度：65.16％ 

過去の調査結果 

「1 取り組んでいる」回答割合 

令和４年度：77.17％ 

令和５年度：81.73％ 

令和６年度：84.03％ 

過去の調査結果 

「1 取り組んでいる」回答割合 

令和４年度：71.57％ 

令和５年度：73.60％ 

令和６年度：79.63％ 

前年度比 3.0 ポイント増 

前年度比 6.32 ポイント増 

前年度比 3.17 ポイント増 
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    ７．エネルギーの見える化機器や家計簿などを見て、エネルギー消費量を把握 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ８．マイカーの利用を控え、積極的に自転車や公共交通機関を利用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ９．製造過程での温室効果ガスの発生が少ないモノを優先的に購入 

      （グリーン購入） 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 取り組ん

でいる

28.15%

2 今後は取り

組みたい

38.76%

3 取り組む予

定はない

32.91%

無回答

0.18%

1 取り組ん

でいる

7.68%

2 今後は取り

組みたい

15.90%

3 取り組む予

定はない

76.23%

無回答

0.18%

1 取り組ん

でいる

12.80%

2 今後は取り

組みたい

53.02%

3 取り組む予

定はない

33.27%

無回答

0.91%

過去の調査結果 

「1 取り組んでいる」回答割合 

令和４年度：22.39％ 

令和５年度：27.46％ 

令和６年度：27.31％ 

過去の調査結果 

「1 取り組んでいる」回答割合 

令和４年度： 5.93％ 

令和５年度： 6.02％ 

令和６年度：10.65％ 

過去の調査結果 

「1 取り組んでいる」回答割合 

令和４年度： 6.37％ 

令和５年度： 9.50％ 

令和６年度：13.77％ 

前年度比 0.87 ポイント減 

前年度比 2.97 ポイント減 

前年度比 0.97 ポイント減 
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    10．家の中の照明５か所以上をＬＥＤ照明へ交換 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    11．住宅用太陽光発電設備を設置（屋根上等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    12．蓄電池を設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 取り組ん

でいる

68.92%

2 今後は取り

組みたい

25.05%

3 取り組む予

定はない

5.85%

無回答

0.18%

1 取り組ん

でいる

24.50%

2 今後は取り

組みたい

9.51%

3 取り組む予

定はない

65.63%

無回答

0.37%

1 取り組ん

でいる

10.79%

2 今後は取り

組みたい

21.76%
3 取り組む予

定はない

66.36%

無回答

1.10%

過去の調査結果 

「1 取り組んでいる」回答割合 

令和４年度：51.15％ 

令和５年度：55.65％ 

令和６年度：64.35％ 

過去の調査結果 

「1 取り組んでいる」回答割合 

令和４年度：16.36％ 

令和５年度：15.84％ 

令和６年度：18.98％ 

過去の調査結果 

「1 取り組んでいる」回答割合 

令和４年度：3.29％ 

令和５年度：4.22％ 

令和６年度：7.18％ 

前年度比 4.57 ポイント増 

前年度比 5.52 ポイント増 

前年度比 3.61 ポイント増 
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    13．次世代自動車充給電システム（V2H）を設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    14．太陽熱温水システムを設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    15．ヒートポンプ給湯機（エコキュート）や家庭用燃料電池（エネファーム） 

など高効率な給湯器を導入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 取り組ん

でいる

3.29%

2 今後は取り

組みたい

15.36%

3 取り組む予

定はない

80.44%

無回答

0.91%

1 取り組ん

でいる

10.05%

2 今後は取り

組みたい

8.78%

3 取り組む予

定はない

80.07%

無回答

1.10%

1 取り組ん

でいる

44.06%

2 今後は取り

組みたい

17.92%

3 取り組む予

定はない

38.03%

過去の調査結果 

「1 取り組んでいる」回答割合 

令和４年度：未実施 

令和５年度：1.58％ 

令和６年度：2.55％ 

前年度比 0.74 ポイント増 

過去の調査結果 

「1 取り組んでいる」回答割合 

令和４年度：未実施 

令和５年度：8.45％ 

令和６年度：8.91％ 

前年度比 1.14 ポイント増 

過去の調査結果 

「1 取り組んでいる」回答割合 

令和４年度：未実施 

令和５年度：36.43％ 

令和６年度：40.51％ 

前年度比 3.55 ポイント増 
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    16．薪ストーブやペレット（木質燃料）ストーブを設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    17．壁や屋根、床の断熱改修を行う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    18．内窓設置や外窓の交換など、窓の断熱改修を行う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 取り組ん

でいる

8.04% 2 今後は取り

組みたい

7.50%

3 取り組む予

定はない

83.91%

無回答

0.55%

1 取り組ん

でいる

27.24%

2 今後は取り

組みたい

22.49%

3 取り組む予

定はない

49.91%

無回答

0.37%

1 取り組ん

でいる

31.81%

2 今後は取り

組みたい

24.13%

3 取り組む予

定はない

43.69%

無回答

0.37%

過去の調査結果 

「1 取り組んでいる」回答割合 

令和４年度：5.93％ 

令和５年度：6.76％ 

令和６年度：6.71％ 

前年度比 1.33 ポイント増 

過去の調査結果 

「1 取り組んでいる」回答割合 

令和４年度：未実施 

令和５年度：22.28％ 

令和６年度：23.61％ 

前年度比 3.63 ポイント増 

過去の調査結果 

「1 取り組んでいる」回答割合 

令和４年度：未実施 

令和５年度：24.92％ 

令和６年度：26.97％ 

前年度比 4.84 ポイント減 
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 （２）ごみ収集について 

   問３ あなたの世帯で１週間に出すごみの量は、可燃袋（大）のごみ袋に換算する

と平均どのくらいの量になりますか。（可燃ごみのみでお答えください）。

〔単数回答〕 （Ｎ＝547） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   問４ あなたはごみの減量やリサイクルにつながる取り組みをしていますか。 

〔単数回答〕（Ｎ＝547） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

1 １袋未満

18.65%

2 １袋

33.09%

3 ２袋

38.03%

4 ３～４袋くらい

8.41%

5 ５～６袋くらい

0.73%

6 ７袋以上

0.37%
7 わからない

0.55% 8 その他

0.18%

1 取り組んでいる

78.06%

2 あまり取り組んでいない

19.56%

3 まったく取り組んでいない

2.19% 4 未回答

0.18%
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0 50 100 150 200 250 300

１ 生ごみ処理容器を活用し、生ごみを出さない生活を心がける

２ 使い捨ての容器や割りばし等の使用を控えている

３ 食べきれない量の買い物はしない、食べ残しが出ない量を調理す

る等、食品ロスの削減に心がけている

４ 地域の常設資源回収拠点、ふれあいエコプラザを利用している

５ バザーやフリーマーケット、リサイクルショップを利用している

６ 雑草等を乾燥させる、枝類をチップ化するなど、草枝類の減量化

や資源化に取組んでいる

７ 常設フードドライブポストを利用し寄付している

８ 汚れのあるプラスチック容器やペットボトルなどの資源物は洗っ

てリサイクルしている

９ 市のごみ百科事典や市公式アプリ「え～なび」に従いごみを分別

している

10 その他（ ）

0 20 40 60 80

１ 取り組むだけの余裕がない（忙しい）

２ ごみに関心がない

３ 面倒だから

４ 分別等をしても、その後きちんとリサイクルされているかわから

ずやりがいがない

５ なぜごみを減らさなければならないか、理由がわからない

６ ごみの分別方法がわからない

７ その他

未回答

    

 

 

 

 

問６ 問４で「２ あまり取り組んでいない」、「３ まったく取り組んでいな

い」を 選んだ方にお聞きします。その理由は何ですか。 

〔複数回答〕（Ｎ＝107） 

問５ 問４で「１ 取り組んでいる」を選んだ方にお聞きします。 

   ごみの減量化やリサイクルに向けて、あなたが普段心がける取り組みのうち

上位３つを次の中から選んでください。 

〔複数回答〕（Ｎ＝427） 
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 （３）生ごみ処理について 

   問７ 令和６年度調査で「家庭から出る生ごみの処理状況」についてお聞きしたと

ころ、２割強の方が「家庭内で処理している」と回答されました。 

     あなたは生ごみを家庭内で処理していますか。１つ選んで〇を付けてください。

〔単数回答〕（Ｎ＝547） 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   問８ 問７で「１」を選択した方にお聞きします。家庭内で処理している理由は何

ですか。〔単数回答〕（Ｎ＝121） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   問９ 地域の常設資源回収拠点で生ごみコンポストや生ごみ処理機を設置した場合、

利用したいと思いますか。〔単数回答〕（Ｎ＝547） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1 処理してい

る

22.12%

2 処理してい

ない

77.51%

無回答

0.37%

1 ごみ量を減らしたい

27.27%

2 発酵に関心がある

1.65%
3 たい肥を作って庭

や田畑などで活用し

たい

37.19%

4 自宅に生ごみを処

理できる田畑がある

32.23%

5 その他

1.65%

1 利用する

49.91%
2 利用しない

49.54%

無回答

0.55%

過去の調査結果 

「1 処理している」回答割合 

令和５年度：24.18％ 

令和６年度：27.89％ 

前年度比 5.77 ポイント減 
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（４）資源回収について 

   問 10 地域、製紙業者、市の３者が協力して、新聞、雑誌、アルミ缶などの資源 

     を持ち込むことができる回収拠点を市内 12 か所に設けています。 

     令和５年度調査では、３割の方がこの回収拠点を「利用している」と回答され 

     ました。あなたはこの拠点を利用していますか。〔単数回答〕（Ｎ＝547） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   問 11 問 10 で「１」を選択した方にお聞きします。その理由は何ですか。 

〔複数回答〕（Ｎ＝485） 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0 50 100 150 200 250 300

１ 自宅から近い場所にある

２ 便利な場所にある

３ 24時間365日いつでも資源を出すことができる

４ 資源の回収品目が多い（5品目回収：新聞、雑誌、ダンボール、

雑紙、アルミ缶）

５ 資源の回収量に応じて、学校や地域に資金が還元される

６ その他

１ 利用して

いる

88.67%

２ 利用していない

11.33%
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   問 12 問 10 で「２」を選択した方にお聞きします。その理由は何ですか。 

〔単数回答〕（Ｎ＝62） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   問 13 市内の各所に（官民問わず）資源回収拠点が設置されていますが、あなた

がお住まいの地域では回収拠点は足りていますか。〔単数回答〕（Ｎ＝547） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

0 5 10 15 20 25

１ このような回収拠点があることを知らない

２ 自宅から遠い場所にある

３ 不便な場所にある

４ 資源の回収品目が少ない（5品目回収：新聞、雑誌、ダンボー

ル、雑紙、アルミ缶）

５ 個人へのポイント還元などがない

６ いつも利用する場所が決まっている（民間回収拠点）

７ いつも利用する場所が決まっている（学校が実施する資源回収）

８ いつも利用する場所が決まっている（ふれあいエコプラザ）

９ その他

１ 足りてい

る

77.51%

２ 不足している

21.76%

無回答

0.73%
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   問 14 着なくなった衣類はどのように処分していますか。 

〔単数回答〕（Ｎ＝547） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）廃食用油について 

   問 15 市では、月に 1 回廃食用油の回収を市内 27 ヶ所で実施していますが、 

ご存じですか。〔単数回答〕（Ｎ＝547） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 知っている

（活用したことが

ある）

18.28%

２ 知っている（活用

したことはない）

38.39%

３ 知らない（今後活用し

てみたい）

24.50%

４ 知らない（活用予

定なし）

18.83%

0 50 100 150 200 250

１ 地域や学校が実施する資源回収に出している

２ リユースショップに持ち込んでいる

３ フリーマーケットに出している

４ インターネット上のオークションに出している

５ 友人や知人にゆずっている

６ ふれあいエコプラザに出している

７ かばんやパッチワークの材料にしている

８ 民間の拠点回収施設に出している

９ 可燃ごみとして処分している
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 （６）不法投棄について 

   問 16 河川、山林、空き地などにみだりにごみを捨てること（不法投棄行為）は、

法律で禁じられています。不法投棄行為は、５年以下の懲役または１千万円

以下（法人の場合３億円以下）の罰金の対象となることをご存じですか。 

〔単数回答〕（Ｎ＝547） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   問 17 個人または法人の敷地内で不法投棄物を発見した場合で、投棄者が特定で

きないときは、その土地の所有者または管理者の責任で適正に処理していた

だかなくてはならないことをご存じですか。 

〔単数回答〕（Ｎ＝547） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 知っている

85.37%

２ 知らない

14.26%

無回答

0.37%

１ 知っている

46.07%２ 知らない

53.75%

無回答

0.18%
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 （７）ごみ減量化について 

   問 18 ごみの減量化やリサイクルを進めていくために、市で力を入れて取り組ん

で欲しいことは、どのようなことですか。次の中から選んでください。 

〔複数回答〕（Ｎ＝547） 

 

 

 

 

0 100 200 300 400

１ 公共施設等における資源物回収の拠点を設けるなど、資源物を出

せる機会を増やす

２ 生ごみ処理機購入補助金に対する支援を充実させる

３ 集団資源回収事業に対する支援を充実させる

４ ごみ減量に関する講演会や関係施設の見学会の開催、情報誌の発

行など、広報の充実に努める

５ 資源物の分別収集品目を拡大する

６ ごみの有料化を進める

７ 特にない

８ その他

無回答
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４．各設問の「その他」の意見

問５　問４で「１　取り組んでいる」を選んだ方にお聞きします。
　　　ごみの減量化やリサイクルに向けて、あなたが普段心がける取り組みのうち上位
　　　３つを次の中から選んでください。

古紙の回収

冷凍庫を活用して食品ロスを少なくする

問６　問４で「２　あまり取り組んでいない」、「３　まったく取り組んでいない」を
　　　選んだ方にお聞きします。その理由は何ですか。

ある程度の燃焼が出来る処理施設を建設すれば良い分別の手間は省ける、リサイクルも施
設も最新の物にすれば良いと思う古い施設を騙し騙し使用する方が環境に優しくない

月１の回収では足らない

ゴミの量は減らせない

問８　問７で「１」を選択した方にお聞きします。家庭内で処理している理由は何です
か。

実家での家畜の餌としている。ごみにもならず一石二鳥。

臭い

問11　問11で「１」を選択した方にお聞きします。その理由は何ですか。

地域小中学校の資源回収が無くなったから。

リサイクルセンターに持ち込む

資源を大切にするため。

自分の都合の良い時に利用できる（昼間のみ利用）

環境の為。ゴミを減らし、リサイクル出来るものはリサイクルする。遠い近いの問題では
無い。

ポイントが付く

月1回しか回収がないため。

報酬があるため

不燃物の日に出す手間が省ける

市の削減計画に協力している

自宅でかさ張る場合に重宝している

問12　問10で「２」を選択した方にお聞きします。その理由は何ですか。

有料で業者に御願いしています

近くでその様な場所があるのを聞いたことがないので遠いのではないかと思う。

毎月の資源回収日で対処できている
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問18　ごみの減量化やリサイクルを進めていくために、市で力を入れて取り組んで欲し
　  　いことは、どのようなことですか。次の中から選んでください。

難しいと思うが、新聞などと同じように生ゴミを出せるところを作って欲しい。

リサイクルすることによって還元される仕組みをつくってほしい

処理能力の優れた施設の建設廃熱を有効活用した施設の併設を行いその利用料で施設の維持や更
新に充てる

販売者がプラスチック容器へ入れて売っているのが多い。これを減らさないとごみは減らない。
可燃ごみの多くがプラスチックで挟みで切って小さくして、ごみ袋を小さいのにしている。

中野方コミュニティセンター前のペットボトル収集所は大変便利だった　当時の高橋所長が結構
苦労して管理して見えたが有り難かった　ペットボトルの回収は月１回だけのためもう一度復活
してほしい

リサイクル品を使っていく事も大事かなと思います

市が運営するリュースショップを作る

ゴミの捨て方をわかりやすく周知徹底してほしい。捨て方を見ただけではわかりにくいものがあ
る。茶びん、白びん、生びんとか。缶詰やびん蓋のアルミはどこにすてるとか。

各地域小学校へ資源回収ボックスの常設

欧米のように月１ガレージセールの日を決めて各々が気軽に出せる機会を作る

祭りやイベント等を無くしていけばそこで出る多くの余計なゴミを多く減らすことができ、町が
汚れることもなくなる。

自治会員以外の方がゴミを捨てているため想定以上の数になっており減量化どころではないで
す。市として「自治会員のみ」と決めてほしいです。

名古屋市でやっているジモティーと共同で回収、REUSEできたら良いなと思います。捨てるような
物ではなくても捨てる人はいるだろうし、どこかにそれを使いたい人もいるだろうから。

山岡町に住む者です。稲津から山岡に向かう道路沿い、特におばあちゃん市に向かう道路にゴミ
を車から投げ捨てる人がいます。ちょっとした車の空きスペースに捨てる人もいます。そのよう
な現状を見るたびに自分が住む町がいじめられているような気持ちになります。人通りの少ない
道路に捨てていることから分かって捨てているのだと思います。是非、獣害用のカメラ等を使っ
てでも捨てる人間を特定し、罰則を与えてほしいと思います。おばあちゃん市の駅長さんが一人
でゴミを拾う姿を何度も見ました。

例えば、リサイクルという観点なら回収してその後どう活用されるか？具体的に映像やSNSなどで
市民に知ってもらう。知ってもらうことで、どんなところでリサイクルされ誰の為になっている
かわかれば意識が変わると思います。ゴミの減量は意識だと思いますが、もう少し視野を広げて
ゴミ処理場での重油などを削減する方法として水切りのことをもう少し意識してもらう事を伝え
るとか

膨らんでいるリチウム電池も回収してほしい

結局リサイクルはやる人はやるし、やらない人はやらない。新たにリサイクルする人を増やそう
と思うなら、リサイクルをしたら、それに応じてポイントをつけ、ポイントに応じて特典がある
と、意識的にやる人が増えるのではないかと思う。例えば施設利用券、お買い物券、現物支給な
ど…お金はかかりますが…

不燃物回収時に可燃ごみ等が含まれている場合、回収されず回収場所に放置されている場合があ
る。

ダンボールを縛らなくてもOKにするなど、出し方をできる限り簡単にしてほしい。それから、別
の視点から一言。不機嫌な対応は立派な環境破壊。笑顔で生きることは、立派なエコにつなが
る。
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不法投棄を厳しくとりしまり。山林の

昔あったようにアルミ缶を集めて持って行きある程度のポイントが貯まると図書券に変えてもら
えるような場所があると子供達もやってくれそう。

バッテリー　リチウムイオン電池の回収を不燃物と同じ日にステーションに専用ボックスあれば
出しやすくなるのでは?

集荷作業員の交通・業務配慮。他職種との関わりを配慮。
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令和７年度 

「恵那市 環境施策に関する調査」のお願い 
 

日ごろは、市政にご理解とご協力いただき、ありがとうございます。 

さて、市では、皆様の脱炭素社会に向けた取組やごみ減量の取組及びこれから

の市の環境施策の取組に対するご意見をお伺いするため、「恵那市 環境施策に関

する調査」を実施いたします。 

つきましては、お忙しいところ大変恐縮ですが、本調査の趣旨をご理解いただ

き、調査にご協力賜りますようお願い申し上げます。 

調査結果は、今後の施策検討に活用させていただくとともに、市ウェブサイト

などを通じて公表いたします。 

 

令和７年５月１日 
 

恵那市長  小坂  喬峰 

 

 

 ●対象となる方 

   18歳以上80歳未満の市民の皆さんの中から2,000人を無作為に抽出しました。 

  

●回答方法 

   右記に記載の回答フォームからお願いします。 

   次の URL（アドレス）または右の二次元バーコードから 

回答フォームへアクセスしてください。 

   URL https://logoform.jp/form/Jxgv/999637 
   

●回答期限 

   ５月 22 日（木） 

   期限までのご回答にご協力ください。 

 ※環境への配慮、ペーパーレス促進のため WEB フォームからの回答方式としており

ます。 

※市では、本調査の他にも、アンケート調査などを行っています。同じ方に調査を

お願いさせていただく場合もございますが、市民の皆様のご意見を伺う調査とな

りますので、ご理解ください。 

※ご回答いただいた内容は、個人が特定できないよう統計的に処理します。 
 

 

 
※全 18 問ありますが、およそ５分程度で回答できます。 

 

【問い合わせ先】 

〒509-7292  恵那市長島町正家一丁目 1 番地 1 

恵那市役所  水道環境部 環境課 

TEL：0573-26-6847  FAX：0573-25-8204 

１ 回答は家庭内で相談して記入してください。 

２ 氏名の記入は必要ありません。 

３ 記入に当たって不明な点がございましたら、下記までお問い合わせください。 

記入上の注意 

▲回答フォームの

二次元バーコード

22



 

恵那市 環境施策に関する調査 調査票 

問１ あなた自身についてお答えください。 

１ 性別 

（１つ選んで〇を付けてください） 
１ 男性    ２ 女性    ３ 答えない 

２ 年齢 

（数字を記入してください） 
     歳（令和７年４月１日現在の年齢） 

３ 居住地 

（１つ選んで〇を付けてください） 

１ 大井町 

２ 長島町 

３ 東野 

４ 三郷町 

５ 武並町 

６ 笠置町 

７ 中野方町 

８ 飯地町 

９ 岩村町 

10 山岡町 

11 明智町 

12 串原 

13 上矢作町 

 

— 地球温暖化対策について — 

 
問２ 脱炭素社会の実現に向け、あなたのご家庭での取組状況を教えてください。それぞ

れ１つ選んで〇を付けてください。 
 

 行動 取り組んでいる
今後は 

取り組みたい 

取り組む 

予定はない 

１ 冷房室温を 28℃に、暖房室温を 20℃に設定 １ ２ ３ 

２ 冷蔵庫に物を詰め込みすぎない １ ２ ３ 

３ 電化製品を長時間使用しないときはプラグを抜く １ ２ ３ 

４ 家族が続けて入浴する １ ２ ３ 

５ トイレを使わないときはフタを閉める（暖房便座） １ ２ ３ 

６ 車を運転するときは、加減速の少ない運転に努める １ ２ ３ 

７ 
エネルギーの見える化機器や家計簿などを見て、エ

ネルギー消費量を把握 
１ ２ ３ 

８ 
マイカーの利用を控え、積極的に自転車や公共交通

機関を利用 
１ ２ ３ 

９ 
製造過程での温室効果ガスの発生が少ないモノを優

先的に購入（グリーン購入） 
１ ２ ３ 

10 家の中の照明５か所以上をＬＥＤ照明へ交換 １ ２ ３ 

11 住宅用太陽光発電設備を設置（屋根上等） １ ２ ３ 

12 蓄電池を設置 １ ２ ３ 

13 次世代自動車充給電システム（V2H）を設置 １ ２ ３ 

14 太陽熱温水システムを設置 １ ２ ３ 

15 
ヒートポンプ給湯機（エコキュート）や家庭用燃料

電池（エネファーム）など高効率な給湯器を導入 
１ ２ ３ 

16 薪ストーブやペレット（木質燃料）ストーブを設置 １ ２ ３ 

17 壁や屋根、床の断熱改修を行う １ ２ ３ 

18 内窓設置や外窓の交換など、窓の断熱改修を行う １ ２ ３ 

 ― 裏面へお進みください。 ― 
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— ごみ収集について — 
 

問３ あなたの世帯で１週間に出すごみの量は、可燃袋（大）のごみ袋に換算すると平均

どのくらいの量になりますか。（可燃ごみのみでお答えください） 
 

１ １袋未満 

２ １袋 

３ ２袋 

 

４ ３～４袋くらい 

５ ５～６袋くらい 

６ ７袋以上 

７ わからない 

※各可燃袋の容量…（大）：50ℓ、（中）：30ℓ、（小）：20ℓ 

 

問４ あなたはごみの減量やリサイクルにつながる取り組みをしていますか。 
 

１ 取り組んでいる（問５へ） 

２ あまり取り組んでいない（問６へ） 

３ まったく取り組んでいない（問６へ） 

 

 

 

問５ 問４で「１ 取り組んでいる」を選んだ方にお聞きします。 

   ごみの減量化やリサイクルに向けて、あなたが普段心がける取り組みのうち上位 

３つを次の中から選んでください。 
 

１ 生ごみ処理容器を活用し、生ごみを出さない生活を心がける 

２ 使い捨ての容器や割りばし等の使用を控えている 

３ 食べきれない量の買い物はしない、食べ残しが出ない量を調理する等、食品ロスの削減に

心がけている 

４ 地域の常設資源回収拠点、ふれあいエコプラザを利用している 

５ バザーやフリーマーケット、リサイクルショップを利用している 

６ 雑草等を乾燥させる、枝類をチップ化するなど、草枝類の減量化や資源化に取組んでいる

７ 常設フードドライブポストを利用し寄付している 

８ 汚れのあるプラスチック容器やペットボトルなどの資源物は洗ってリサイクルしている 

９ 市のごみ百科事典や市公式アプリ「え～なび」に従いごみを分別している 

10 その他（                             ） 

 

 

問６ 問４で「２ あまり取り組んでいない」、「３ まったく取り組んでいない」を 

選んだ方にお聞きします。その理由は何ですか。（複数回答可） 
 

１ 取り組むだけの余裕がない（忙しい） 

２ ごみに関心がない 

３ 面倒だから 

４ 分別等をしても、その後きちんとリサイクルされているかわからずやりがいがない 

５ なぜごみを減らさなければならないか、理由がわからない 

６ ごみの分別方法がわからない 

７ その他（                                 ） 

 

 

 

 

 ― 裏面へお進みください。 ― 
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— 生ごみ処理について － 
 

問７ 令和６年度調査で「家庭から出る生ごみの処理状況」についてお聞きしたところ、 

   ２割強の方が「家庭内で処理している」と回答されました。 

   あなたは生ごみを家庭内で処理していますか。１つ選んで〇を付けてください。 
 

１ 処理している ２ 処理していない  

 

 

問８ 問７で「１」を選択した方にお聞きします。家庭内で処理している理由は何ですか。 

   １つ選んで〇を付けてください。 
 

１ ごみ量を減らしたい 

２ 発酵に関心がある 

３ たい肥を作って庭や田畑などで活用したい 

４ 自宅に生ごみを処理できる田畑がある

５ その他（          ） 

 

※令和６年度から生ごみ処理機等を購入された方に対して購入費の一部を補助しています。 

※補助金の詳細については、市ホームページをご覧いただくか、環境課にお問い合わせください。 

 

 

問９ 地域の常設資源回収拠点で生ごみコンポストや生ごみ処理機を設置した場合、利用 

   したいと思いますか。 
 

１ 利用する ２ 利用しない  

 

— 資源回収について － 
 

問１0 地域、製紙業者、市の３者が協力して、新聞、雑誌、アルミ缶などの資源を持ち 

    込むことができる回収拠点を市内 12 か所に設けています。 

    令和５年度調査では、３割の方がこの回収拠点を「利用している」と回答されま 

    した。あなたはこの拠点を利用していますか。１つ選んで〇を付けてください。 
 

１ 利用している ２ 利用していない  

 

 

問１1 問１0 で「１」を選択した方にお聞きします。その理由は何ですか。３つまで選 

     んで〇を付けてください。 
 

１ 自宅から近い場所にある 

２ 便利な場所にある 

３ 24 時間 365 日いつでも資源を出すことができる 

４ 資源の回収品目が多い（5 品目回収：新聞、雑誌、ダンボール、雑紙、アルミ缶） 

５ 資源の回収量に応じて、学校や地域に資金が還元される 

６ その他（                       ） 
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問１2 問１0 で「２」を選択した方にお聞きします。その理由は何ですか。３つまで選

んで〇を付けてください。 
 

１ このような回収拠点があることを知らない 

２ 自宅から遠い場所にある 

３ 不便な場所にある 

４ 資源の回収品目が少ない（5 品目回収：新聞、雑誌、ダンボール、雑紙、アルミ缶） 

５ 個人へのポイント還元などがない 

６ いつも利用する場所が決まっている（民間回収拠点） 

７ いつも利用する場所が決まっている（学校が実施する資源回収） 

８ いつも利用する場所が決まっている（ふれあいエコプラザ） 

９ その他（                       ） 

 

 

問１3 市内の各所に（官民問わず）資源回収拠点が設置されていますが、あなたがお住

まいの地域では回収拠点は足りていますか。１つ選んで〇を付けてください。 
 

１ 足りている ２ 不足している  

 

 

問１4 着なくなった衣類はどのように処分していますか。３つまで選んで〇を付けてく

ださい。 
 

１ 地域や学校が実施する資源回収に出して

いる 

２ リユースショップに持ち込んでいる 

３ フリーマーケットに出している 

４ インターネット上のオークションに出し

ている 

５ 友人や知人にゆずっている 

６ ふれあいエコプラザに出している 

７ かばんやパッチワークの材料にしている

８ 民間の拠点回収施設に出している 

９ 可燃ごみとして処分している 

 

 

— 廃食用油について － 
 

問１5 市では、月に 1 回廃食用油の回収を市内 27 ヶ所で実施していますが、ご存じで

すか。 
 

１ 知っている（活用したことがある） 

２ 知っている（活用したことはない） 

３ 知らない（今後活用してみたい） 

４ 知らない（活用予定なし） 

※廃食用油回収日と回収場所の詳細は、市ホームページをご覧いただくか、環境課にお問い合わせください。 

※令和 7 年度から飲料用ペットボトルに入れたまま出せます。（フタをしっかり閉めてください） 
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— 不法投棄について — 
 

問 16 河川、山林、空き地などにみだりにごみを捨てること（不法投棄行為）は、法律 

     で禁じられています。 

     不法投棄行為は、５年以下の懲役または１千万円以下（法人の場合３億円以下） 

     の罰金の対象となることをご存じですか。１つ選んで〇を付けてください。 
 

１ 知っている ２ 知らない  

※廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 16 条「何人も、みだりに廃棄物を捨ててはならない。」に違反し

たものを不法投棄といいます。 

 

 

問 17 個人または法人の敷地内で不法投棄物を発見した場合で、投棄者が特定できない 

     ときは、その土地の所有者または管理者の責任で適正に処理していただかなくて 

     はならないことをご存じですか。１つ選んで〇を付けてください。 
 

１ 知っている ２ 知らない  

 

 

— ごみ減量化について — 

 
問 18 ごみの減量化やリサイクルを進めていくために、市で力を入れて取り組んで欲し 

     いことは、どのようなことですか。次の中から選んでください。（複数回答可） 
 

１ 公共施設等における資源物回収の拠点を設けるなど、資源物を出せる機会を増やす 

２ 生ごみ処理機購入補助金に対する支援を充実させる 

３ 集団資源回収事業に対する支援を充実させる 

４ ごみ減量に関する講演会や関係施設の見学会の開催、情報誌の発行など、広報の充実に努

める 

５ 資源物の分別収集品目を拡大する 

６ ごみの有料化を進める 

７ 特にない 

８ その他（                                ） 

 

 

 

 質問は以上です。ご協力ありがとうございました。 

27




